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みらチャレとは・・・

しまね未来共創チャレンジ（通称みらチャレ）は、島根の未来を創る若者たちの主体的なチャレンジを後押しするプログラムです。

＜Ｓｔａｒｔ＞＜Ｓｔａｒｔ＞

・外国人におにぎりが人気　・手軽に食べられるもの・外国人におにぎりが人気　・手軽に食べられるもの

＜Ｐｒｏｃｅｓｓ＞＜Ｐｒｏｃｅｓｓ＞

・吉賀の特産の鮎・わさびを使いたい・吉賀の特産の鮎・わさびを使いたい

・お肉でスタミナをつけられる？　→　猪肉を使おう！・お肉でスタミナをつけられる？　→　猪肉を使おう！

・肉＋ワサビの組み合わせが美味しい　→　１回試作・肉＋ワサビの組み合わせが美味しい　→　１回試作

 →野菜の主張が強すぎ！　→　ワサビが落選… →野菜の主張が強すぎ！　→　ワサビが落選…

＜Ｅｎｄｉｎｇ＞＜Ｅｎｄｉｎｇ＞

２種類が完成！！　①しし味噌むすび　②鮎しそむすび２種類が完成！！　①しし味噌むすび　②鮎しそむすび

 〜おにぎりＳＴＯＲＹ〜 〜おにぎりＳＴＯＲＹ〜

アントレの成果発表で結果を使います。

アントレ活動についてのアンケートのご協力お願いします。

＜２人の自己紹介＞

佐藤　咲和 さん

　好きな食べ物：いちご

　趣　　　　味：洋楽聴くこと

　ひ と  こ と：探究活動をもっと頑張るぞ〜！

須藤　来夢 さん

　好きな食べ物：トマト

　趣　　　　味：音楽を聴くこと

　ひ と　こ と：このＰＪを具体的なものにしていきたい！

取材・広報デザイン

　島根県立吉賀高等学校

　鳥山　蓮斗さん　　小藤　輝流さん

　田原　來弥さん
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昨
年
は
、
吉
賀
町
が
新
町
と
し
て
誕
生
し
て
満
20
年
と
い
う
大

き
な
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
町
の
20
歳
の
誕

生
日
に
あ
た
る
10
月
１
日
に
は
、
更
な
る
飛
躍
を
期
し
て
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
記
念
式
典
や
講
演
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
長
選
挙
及
び
町
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
選
挙
に
お
い
て
、
私
自
身
も
向
こ
う
４
年
間
、
３
期
目

の
町
政
を
預
か
る
こ
と
と
な
り
、
既
に
４
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

多
忙
な
日
々
の
中
に
あ
っ
て
、
改
め
て
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
当
町
の
課
題
は
山
積
し
て

お
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
の
こ
と
に
対
し
常
に
誠
心
誠
意
取
り
組

み
、
確
実
に
課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
は
、
設
備
更
新
事
業
を
鹿
足
事
務
組
合

が
事
業
主
体
と
な
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
安
定
し
た

放
送
・
情
報
通
信
環
境
が
提
供
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

　

防
災
は
、
昨
年
は
町
民
六
日
市
体
育
館
に
お
い
て
防
災
講
演
会

と
展
示
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
は
蔵
木
地
区
に

お
い
て
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
交
通
は
、
現
在
の
路
線
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
利
用
し
や

す
い
公
共
交
通
を
め
ざ
し
、
大
幅
な
変
更
も
視
野
に
入
れ
た
体
系

　

下
水
道
事
業
に
お
け
る
集
合
処
理
区
域
外
の
地
域
は
、
個
人
設

置
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
広
範
囲
に
わ
た

り
放
流
箇
所
が
な
い
地
域
も
、
既
存
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補

助
金
と
、
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金
制
度
な
ど
の
助
成
事
業
を

複
合
的
に
進
め
な
が
ら
、
快
適
で
住
み
や
す
い
生
活
環
境
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
整
備
は
、
５
年
目
を
迎
え
る
第
３
次
吉
賀
町
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
引
き
続
き
既
存
住
宅

の
適
正
な
維
持
管
理
と
住
宅
困
窮
者
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
町
と
岩
国
市
・
周
南
市
に
ま
た
が
る
区
域
で
計
画
さ
れ
て
い

る
風
力
発
電
事
業
は
、
令
和
７
年
７
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
「
吉

賀
町
風
力
発
電
事
業
と
地
域
と
の
調
和
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、

災
害
の
防
止
並
び
に
良
好
な
自
然
環
境
、
生
活
環
境
及
び
景
観
の

保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
な
風
力
発
電
事
業
と
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
導
入
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
、
太
陽
熱
を
利
用
し
た
設
備
に

つ
い
て
引
き
続
き
補
助
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
蓄
電
池

設
置
に
対
す
る
助
成
制
度
を
開
始
す
る
こ
と
で
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
と
併
設
し
た
自
家
消
費
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
も
支
援
し

ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
高
津
川
の
水
を
利
用
し
て
発
電

を
続
け
て
い
る
吉
賀
町
小
水
力
発
電
所
（
か
き
の
き
す
い
で
ん
く

ん
）
は
、
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が
残
り
10
年
と
な
り
、

そ
の
後
の
安
定
し
た
経
営
の
継
続
等
に
む
け
て
関
係
機
関
と
連
携

し
て
要
請
活
動
や
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

地
籍
調
査
事
業
は
、
継
続
事
業
の
立
戸
１
地
区
と
立
戸
２
地
区
、

立
河
内
１
地
区
を
実
施
す
る
ほ
か
、
新
規
調
査
地
区
と
し
て
注
連

を
構
築
す
る
た
め
調
査
を
進
め
ま
す
。

　

高
規
格
道
路
等
の
地
域
幹
線
道
路
の
整
備
は
、
山
陰
道
の
早
期

完
成
に
向
け
、
管
内
市
町
と
連
携
し
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
広
域
路
線
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
益
田
市
、
津
和

野
町
と
意
見
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

危
険
箇
所
の
対
策
は
、
特
に
砂
防
事
業
、
治
山
事
業
等
に
関
す

る
整
備
は
、
島
根
県
へ
要
望
す
る
と
と
も
に
、
連
携
し
て
事
業
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　

空
家
対
策
は
、「
空
家
化
の
予
防
」、「
空
家
の
適
正
管
理
・
利
活

用
促
進
」、「
管
理
不
全
の
解
消
」
と
い
っ
た
三
つ
の
段
階
で
の
対

策
を
進
め
ま
す
。

　

消
防
は
、
出
初
式
、
操
法
大
会
、
夏
季
訓
練
と
い
っ
た
通
年
の

活
動
を
通
じ
、
消
防
団
並
び
に
団
員
個
々
が
、
有
事
の
際
、
的
確

な
活
動
が
で
き
る
よ
う
技
術
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
町
水
道
の
総
合
計
画
で
あ
る
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は

見
直
し
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
老
朽
化
対
策
を

始
め
と
し
た
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
図
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
柿
木
地
区
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
処
理
場
に
お
い
て
、
動
力
制
御
盤
の
更
新
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
新
し
く
策
定
す
る
維
持
管
理
適
正
化
計
画

等
を
も
と
に
施
設
の
適
切
な
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

道
路
環
境
の
整
備
は
、
町
道
な
ど
生
活
に
身
近
な
道
路
の
安
全
・

安
心
を
基
本
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
国
道
、
県
道
の
整

備
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
島
根
県
へ
要
望
し
ま
す
。

　

道
路
、
河
川
の
維
持
管
理
は
、
日
々
の
住
民
生
活
に
支
障
を
及

ぼ
す
こ
と
が
無
い
よ
う
機
能
の
向
上
と
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

上
下
水
道
料
金
は
、
料
金
改
定
の
内
容
や
目
的
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
広
報
等
を
通
じ
て
周
知
に
努
め
ま
す
。

快
適
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

令
和
８
年
度
　
町
長
施
政
方
針
（
要
約
版
）

吉賀町長

岩本　一巳
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川
１
地
区
の
調
査
を
計
画
し
て
お
り
、
引
き
続
き
進
捗
率
の
向
上

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

本
町
の
外
国
人
住
民
人
口
は
概
ね
２
０
０
人
前
後
で
推
移
し
、

引
き
続
き
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
や
多
言
語
表
記
、
電
話
通
訳
、

翻
訳
機
な
ど
を
活
用
し
、
各
国
の
文
化
や
習
慣
に
配
慮
し
た
伝
わ

り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
日
本
語
教
室
の
開
催

を
軸
に
外
国
人
住
民
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

促
進
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
交
流
す
る
機
会
の
創
出
を

推
進
し
ま
す
。

　

安
心
し
て
こ
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
は
、
令
和
６
年

度
よ
り
保
健
福
祉
課
内
に
設
置
し
た
吉
賀
町
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
す
べ
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
こ
ど
も
に

対
し
、
児
童
福
祉
と
母
子
保
健
の
一
体
的
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
は
、
特
定
健
診
受
診
率
が
７
年
続
け
て
54
％
を
超

え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
特
定
保
健
指
導
の
利
用
率
及
び
精
密
検

査
受
診
率
の
向
上
を
図
り
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
、
重
症
化

予
防
を
推
進
し
ま
す
。

　

が
ん
検
診
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が
る
よ
う
、
受
診
し
や
す
い
実
施
体
制

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
始
め
と
す
る
、
様
々
な
感
染

症
に
対
す
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
定
期
接
種
と
な
る
小
児
の
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
の
妊
婦
へ
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
も
助
成
を
開
始
し
、
住
民
の
健
康
増
進
の
保
持
及
び
経
済
的
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
は
、
町
民
の
皆
様
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
涯
を
通

対
す
る
理
解
及
び
手
話
文
化
の
普
及
を
も
っ
て
、
地
域
で
支
え
合

い
な
が
ら
お
互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
は
、
難
聴
高
齢
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
助
成
事

業
及
び
家
族
介
護
者
支
援
事
業
、
買
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
を
引
き

続
き
実
施
し
、
地
域
行
事
等
へ
の
参
加
控
え
の
解
消
や
、
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
の
生
活
継
続
に
繋
げ
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
、

介
護
・
認
知
症
予
防
を
実
現
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
特
定
健
診
個
別
勧

奨
や
特
定
健
診
自
己
負
担
額
無
料
化
を
実
施
し
、
併
せ
て
大
腸
が

ん
検
診
の
無
料
化
を
令
和
９
年
度
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
健
診
受
診
率
向
上
及
び
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
よ
る
医
療
費
抑
制
と
健
康
増
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
は
、
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
と
の
連
携
を
図
り
、
未
受
診
の
方
々
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

積
極
的
に
実
施
し
、
受
診
率
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
介

護
給
付
費
適
正
化
を
進
め
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
介
護
予
防

事
業
の
充
実
強
化
に
加
え
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
点
検
の
実
施
、
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
等
を
図
り
、
安
定
し
た
介
護
保
険
事
業
の
運
営
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

農
業
振
興
対
策
は
、「
吉
賀
町
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
、
第
２

次
吉
賀
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
け
る
農
業
振
興
の
部
門
計
画
と

位
置
づ
け
、
本
町
が
め
ざ
す
農
業
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
各
種
事
業
を
着
実
に
継
続
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

じ
て
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
地
域
医
療
・
介

護
提
供
体
制
の
構
築
に
向
け
、
医
療
法
人
カ
タ
ク
リ
会
と
と
も
に

益
田
圏
域
の
医
療
・
介
護
体
制
の
連
携
及
び
機
能
分
担
を
進
め
ま

す
。

　

医
師
の
確
保
は
、
島
根
県
へ
の
医
師
派
遣
の
要
望
を
は
じ
め
、

近
隣
の
大
学
医
学
部
へ
の
派
遣
要
請
、
県
内
の
各
医
療
機
関
と
の

連
携
、
島
根
大
学
医
学
部
地
域
枠
の
町
出
身
医
師
及
び
医
学
生
と

の
面
談
や
意
見
交
換
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
介
護
従
事
者
の
確
保
は
、
離
職

防
止
の
取
り
組
み
と
し
て
、
医
療
介
護
従
事
者
が
健
康
で
安
心
し

て
長
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
、
点
検
等
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
生
及
び
高
校
生
な
ど
若
い
世
代

へ
の
地
域
医
療
教
育
の
講
師
派
遣
や
医
療
現
場
体
験
の
受
入
れ
な

ど
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
病
院
の
建
設
は
、
財
源
の
確
保
と
人
口
動
態
や
町
の
財
政
力

等
を
踏
ま
え
た
適
正
な
施
設
規
模
の
再
検
討
を
進
め
、
町
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
概
ね
10
年
を
目
途
に
建
設
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

地
域
福
祉
は
、
第
４
期
吉
賀
町
地
域
福
祉
計
画
、
活
動
計
画
を

策
定
し
、
一
人
ひ
と
り
の
不
安
や
悩
み
に
対
す
る
総
合
相
談
支
援

体
制
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
育
成
や
充
実
、
人
口
規
模

に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
の
検
討
な
ど
、
住
民
の
相
互

扶
助
に
よ
る
住
み
よ
い
地
域
共
生
型
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
は
、
第
４
期
吉
賀
町
障
が
い
者
計
画
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
み
ん
な
が
自
立
し
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き
生
き
と
、

安
心
し
て
快
適
に
共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
す
」
を
実
現
す
る

た
め
、
社
会
福
祉
法
人
よ
し
か
の
里
福
祉
会
等
と
の
連
携
強
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
吉
賀
町
手
話
言
語
条
例
に
基
づ
き
、
手
話
に

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

魅
力
と
活
力
に
満
ち
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
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主
食
用
米
は
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
水
田
活
用
直
接

支
払
い
交
付
金
等
も
活
用
し
、
引
き
続
き
収
益
性
の
高
い
水
田
園

芸
へ
の
転
換
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

水
田
園
芸
の
取
り
組
み
は
、
集
出
荷
を
行
う
事
業
者
に
販
売
経

費
の
一
部
を
支
援
し
、
持
続
可
能
な
流
通
体
制
を
構
築
し
て
、
集

出
荷
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
地
元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
産
直
事
業

の
更
な
る
活
性
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
道
の
駅
等
に
集
落
支

援
員
を
配
置
し
、
集
客
の
強
化
や
商
品
開
発
、
販
路
開
拓
等
を
行

い
ま
す
。

　

担
い
手
の
確
保
や
今
後
の
地
域
農
業
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た

課
題
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
た
農
業
担
い
手
育

成
事
業
に
取
り
組
み
、
将
来
に
わ
た
り
地
域
農
業
を
支
え
る
中
核

的
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
水
稲
生
産
を
支
え
る
地
域
の

基
幹
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
必
要
な
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
事
業
は
、
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
で

真
田
地
区
、
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
で
吉
原
・

坂
折
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
抜
月
河
内

地
区
及
び
真
田
七
村
地
区
の
事
業
化
に
向
け
、
島
根
県
、
地
元
関

係
者
と
連
携
し
新
規
採
択
へ
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
は
、
動
物
用
Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信
機
や
暗
視
カ
メ
ラ
等

を
活
用
し
た
生
息
状
況
や
行
動
把
握
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
緊
急
銃
猟
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
及
び
実
施
体
制

の
構
築
を
行
い
、
住
民
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
た
適
切
な
対

応
に
努
め
ま
す
。

　

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
大
井
谷
の
棚
田
は
、

　

教
育
の
振
興
は
、
令
和
４
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
第
２
期
吉
賀

町
教
育
振
興
計
画
に
則
り
、「
ふ
る
さ
と
で
の
学
び
や
体
験
を
も
と

に
し
た
、
明
日
の
吉
賀
町
を
支
え
る
人
材
（
財
）
の
育
成
」
を
基

本
理
念
に
進
め
ま
す
。

　

教
育
の
情
報
化
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
、
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
老
朽
化
し
た
電
子
黒
板
の
更
新
を
引

き
続
き
進
め
る
こ
と
と
し
、
国
に
よ
る
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
供
給
に
合
わ
せ
て
教
師
用
デ
ジ
タ
ル
指
導
書
も
充
実
さ
せ
、

こ
ど
も
た
ち
が
よ
り
分
か
り
や
す
い
、
先
生
方
が
よ
り
指
導
し
や

す
い
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
は
、
教
育
委
員
会
所
属
の
サ

ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
学
校
に
伴
走
し
な
が
ら
、
導
入
に
向
け
た

環
境
構
築
と
気
運
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
は
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
日
」
を
継
続
し
て
実
施

し
、
産
業
課
や
生
産
者
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
多

く
の
町
内
産
農
産
物
・
有
機
農
産
物
が
提
供
で
き
る
よ
う
な
供
給

体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
、
引
き
続
き
学
校
と
家
庭
、

地
域
が
連
携
し
、
世
代
を
超
え
た
多
様
な
学
び
を
通
し
た
人
材
育

成
を
推
進
し
ま
す
。

　

中
学
校
部
活
動
は
、
吉
賀
町
部
活
動
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

部
活
動
の
地
域
展
開
に
関
し
て
、
協
議
・
検
討
を
行
い
、
こ
ど
も

た
ち
の
活
動
保
証
と
先
生
方
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
、
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

　

吉
賀
高
等
学
校
の
支
援
は
、「
小
さ
な
学
校
で
大
き
な
夢
を
」
の

実
現
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進
め
、
組
織
体
制
を
改
編

し
た
吉
賀
高
等
学
校
支
援
協
議
会
を
中
心
に
関
係
機
関
と
の
連
携

を
よ
り
一
層
深
め
な
が
ら
高
校
の
魅
力
化
向
上
に
努
め
ま
す
。

棚
田
が
有
す
る
国
土
保
全
や
景
観
形
成
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な

ど
多
面
的
な
機
能
へ
の
理
解
を
一
層
深
め
る
た
め
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

　

林
業
振
興
対
策
は
、
素
材
生
産
・
作
業
道
開
設
に
留
ま
ら
ず
、

製
材
・
加
工
・
販
売
ま
で
を
見
据
え
た
６
次
産
業
化
を
め
ざ
し
、

多
角
的
な
事
業
展
開
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
間
企
業
と

連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
地
域
の
実
状
に
即
し
た
持
続
可
能
な
林
業

経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　

商
工
振
興
対
策
は
、
小
規
模
事
業
者
等
へ
の
支
援
、
起
業
・
創

業
者
へ
の
支
援
、
住
宅
改
修
支
援
事
業
補
助
等
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
独
自
の
支
援
策
と
し
て
始
め
た
移
動
販
売
事
業
に

係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
取
り
組
み
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

観
光
振
興
は
、
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
の
連
携
や
、
広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
「
わ
が
ま
ち
魅
力
発
信
隊
」、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の

「
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
」、「
し
ま
ね
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
」
な
ど
へ
参
加
し
、

特
産
品
Ｐ
Ｒ
と
併
せ
て
吉
賀
町
の
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　

広
島
広
域
都
市
圏
の
取
り
組
み
は
、
広
域
都
市
圏
で
実
施
さ
れ

て
い
る
幅
広
い
事
業
に
参
画
し
て
お
り
、
観
光
面
で
は
神
楽
な
ど

の
地
域
資
源
を
圏
域
全
体
で
活
用
す
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
宇
部
市
と
自
治
体
間
連
携
協
定
を
締
結
し
、
Ｕ

Ｂ
Ｅ
現
代
日
本
彫
刻
展
を
中
心
と
し
た
文
化
芸
術
に
関
す
る
こ
と
、

相
互
の
地
域
の
魅
力
発
信
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

道
の
駅
は
、
第
３
ス
テ
ー
ジ
や
地
域
防
災
拠
点
と
し
て
道
の
駅

の
役
割
が
広
が
る
中
、
島
根
県
全
域
の
道
の
駅
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

人
と
歴
史
を
大
切
に
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
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読
書
活
動
の
推
進
は
、
本
や
図
書
館
が
身
近
に
あ
る
環
境
の
整

備
に
努
め
、
読
書
活
動
を
も
と
に
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
る
こ
ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

人
権
教
育
は
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
共
に
支
え
合

う
「
共
生
の
心
」
の
醸
成
・「
人
権
と
い
う
普
遍
的
な
文
化
」
の
創

造
を
め
ざ
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
人
権
感
覚
を
磨
い

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
を
通

じ
た
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
は
、
正
し
い
知
識
の
普
及
・
啓
発
に
向
け
た

学
習
機
会
等
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
行
動
で
き
る
人
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

　

社
会
体
育
は
、
令
和
12
年
（
２
０
３
０
年
）
に
開
催
さ
れ
る
「
島

根
か
み
あ
り
国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
」
の
前
年
度
に
行
う
プ
レ
大
会
ま

で
後
３
年
と
な
り
、
先
催
県
へ
の
視
察
等
に
よ
り
情
報
収
集
に
努

め
、
円
滑
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

文
化
振
興
は
、
森
英
恵
氏
や
澄
川
喜
一
氏
を
は
じ
め
と
す
る
郷

土
出
身
の
方
々
と
の
ご
縁
を
生
か
し
な
が
ら
、
島
根
県
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」
や
、
山
口
県
民
文
化
ホ
ー
ル
い
わ
く

に
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
」
と
い
っ
た
芸
術
文
化
施
設
と
の
連
携

や
宇
部
市
と
の
自
治
体
間
連
携
、
広
島
広
域
都
市
圏
連
携
等
を
活

用
し
、
こ
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ま
が
様
々
な
芸
術
文

化
に
触
れ
、
豊
か
な
体
験
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
機
会
の
創
出
に
向

け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

公
民
館
を
拠
点
と
し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、
よ
り
地
域
の
状
況
や
時
代
に
沿
っ
た
取

り
組
み
が
行
っ
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が

ら
公
民
館
や
行
政
に
よ
る
伴
走
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

町
税
な
ど
の
徴
収
対
策
は
、
文
書
に
よ
る
督
促
催
告
、
実
態
調

査
お
よ
び
訪
問
や
電
話
に
よ
る
納
付
交
渉
、
分
納
な
ど
柔
軟
な
対

応
を
行
い
、
滞
納
発
生
の
抑
制
と
速
や
か
な
解
決
を
図
り
、
債
権

共
同
徴
収
対
策
委
員
会
で
情
報
の
共
有
、
共
同
臨
戸
な
ど
、
滞
納

金
額
の
縮
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

職
員
の
人
材
育
成
は
、「
自
ら
主
体
と
な
っ
て
考
え
行
動
で
き
る

職
員
」
と
「
風
通
し
の
良
い
職
場
」
を
め
ざ
し
、
こ
れ
か
ら
の
職

員
及
び
職
場
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
し
ま
す
。

　

人
事
及
び
組
織
機
構
は
、
本
年
度
改
定
し
た
第
５
次
吉
賀
町
定

員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
定
員
管
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
組
織

機
構
は
、
令
和
９
年
４
月
の
再
編
に
向
け
作
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

行
財
政
改
革
は
、
第
５
次
行
政
改
革
計
画
・
財
政
健
全
化
計
画

に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
推
進
本
部
を
中
心
に
、
６
つ
の
委
員
会

を
推
進
主
体
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
、
町
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
や
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
し
つ
つ
、
確
か
な
行
財
政
基
盤

の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

財
政
運
営
は
、
財
政
健
全
化
計
画
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
自
立

し
、
持
続
可
能
で
、
透
明
な
財
政
運
営
」
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

第
２
次
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
第
２
期
総
合
戦
略
、
そ
し
て
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
改
定
を
行
い
、
計
画
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、

中
長
期
的
な
視
点
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
令
和
７
年
度
に
ふ
る
さ
と
納
税
仲
介
サ
イ

ト
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
廃
止
に
よ
る
駆
け
込
み
需
要
や
、
米

協
働
と
交
流
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

地
方
創
生
対
策

行
財
政
対
策

町
長
施
政
方
針
の
要
約
版
を
広
報
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

全
文
は
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

価
の
高
騰
を
背
景
と
し
た
米
を
返
礼
品
と
す
る
寄
附
の
増
加
と
い

う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
度
中
途
の
状
況
か
ら
、
令

和
８
年
度
の
目
標
金
額
を
１
，
８
０
０
万
円
と
定
め
、
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
引
き
続
き
「
高
津
川
て
ら
す
」
を

活
用
し
た
取
り
組
み
や
林
業
振
興
と
い
っ
た
事
業
に
資
す
る
べ
く

進
め
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
第
２
期
吉
賀
町
総
合
戦
略
に
基
づ
く
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
２
０
６
０
年
（
令
和
42
年
）
の
吉
賀
町
の
人

口
目
標
を
４
，
４
０
０
人
と
し
、「
50
年
後
の
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
社
会
の
創
造
に
挑
戦
し
ま
す
」
を
基
本
理
念
に
、
４

項
目
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
地
方
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
吉
長
成

恭
先
生
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、
官
民
連
携
を

は
じ
め
と
し
た
地
方
創
生
対
策
を
進
め
ま
す
。
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特別職

町　長 岩本　一巳

副町長 深川　仁志

教育長 河野　洋司

吉
賀
町
役
場
　
組
織
図

（
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
）

税務住民課
☎ 77-1113

戸籍・住民基本台帳・印鑑登
録・国民年金・環境衛生・人
権同和行政・男女共同参画・
公営住宅・消費者行政・旅券・
町税・地籍調査

課　長 松田　賢也

主　査 山田　弘幸

課長補佐 落合　亘

主　幹 濱田真由美

主　幹 松原　佳毅

主　幹 森下　元気

主　幹 海谷　尚

主　任 村上　正樹

主　任 桑原　健児

主　任 岡崎桂芳里

主　任 岩本　岬

主任主事 小濱　明未

主任主事 金子　広都

主任主事 山根　紗耶

主　事 藤田　晶斗

六日市地域振興室
☎ 77-1113

分庁舎に配置されている課の
窓口業務

室長（兼務） 松田　賢也

（兼務） 濱田真由美

保健福祉課
☎ 77-1165

保健衛生・高齢者福祉・障がい者
福祉・児童福祉・社会福祉・生活
保護・国民健康保険・介護保険・
後期高齢者医療保険

課　長 齋藤　良二

課長補佐 石川　靖子

統括主幹 齋藤　恵介

主　幹 糟谷　通輔

主　幹 中山　武

主　幹 沖野　敦史

主　任 野田　梨奈

主　任 澄川　紀子

主　任 山田みゆき

主　任 山本　夏希

主　任 村上　眉

主任主事 福川　雄大

主事補 寺埜　優希

主事補 石田　流唯

主査保健師 板垣　宏美

統括保健師 長嶺　智美

主幹保健師 中田　菜摘

主任保健師 森下　知世

主事保健師 笹田　杏菜

統括保育士 河内美登里

主幹社会福祉士 正木日奈子

福祉事務所（保健福祉課内）

☎ 77-1169

こども家庭センター
（保健福祉課内）

☎ 77-1165
企画課

☎ 77-1437

総合計画・広域行政・公共交通・
広報広聴・統計・定住・第３
セクター・企業・観光・労働・
自治振興・エネルギー対策

課　長 深川　竜也

課長補佐 長藤　朋弘

課長補佐 野村　一恵

統括主幹 若狭　拓郎

主　任 岡　高儀

主任主事 栩木里佳子

主任主事 水津　佑菜

主　事 秋山　一平

出納室
☎ 77-1112

室　長 村上　恵

課長補佐 三宅　孝則

議会事務局
☎ 77-1436

事務局長 城戸　明美

本庁舎

総務課
☎ 77-1111

人事・選挙・財政・消防・防
災・交通安全・財産管理・表
彰・情報管理・行政改革・電
算・入札・吉賀高校支援

課　長 野村　幸二

課長補佐 杉原まゆみ

課長補佐 長井　友輝

課長補佐 堀野　真一

主　幹 河野　千明

主　幹 正木　貴

主　任 上田　浩平

主　任 佐々木　翔

主任主事 河野　璃恵

主任主事 角野　未莉

主　事 村上　太悟

主事補 柴田　妃菜

用務員 齋藤　公子

吉賀高校支援室
☎ 77-1111

室長（兼務） 野村　幸二

（兼務） 河野　千明

（兼務） 上田　浩平

益田地区広域
市町村圏事務組合　派遣

主　幹 山田　直人

島根県後期高齢者医療
広域連合　派遣

主　幹 村上創一郎

医療対策課
☎ 77-1109

医療・病院事業

課　長 渡邊　栄治

課長補佐 大田裕一郎

主　幹 石川　匡哉

主　任 宗内　祐貴

医療法人カタクリ会派遣

主　査 松浦　聖

主　査 齋藤　博文

よしか病院内
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税
務
住
民
課　

主
任

保
健
福
祉
課　

主
任

保
健
福
祉
課　

主
任

保
健
福
祉
課　

主
任
保
健
師

税
務
住
民
課　

主
任
主
事

総
務
課　

主
事

産
業
課　

主
事
補

吉賀町新規採用職員

教育委員会
☎ 77-1285

学校教育・学校保健・学校施
設・社会教育・社会体育・社
会体育施設・サクラマスプロ
ジェクト・文化財

教育次長 重藤　剛

課長補佐 加藤　彰

課長補佐 上田　祐子

主　幹 江谷　英幸

主　幹 山本　譲

主　任 森川　幸子

主　任 佐々木陽子

主任主事 河村斗希也

主事補 村上怜唯偲

主　任 大庭　克彦

派遣指導主事 泉妻　知子

派遣社会教育主事 坂田　哲朗

柿木地域振興室
☎ 79-2211

本庁舎に配置されている課の
窓口業務・小水力発電

室　長 深川　千恵

課長補佐 永安由実枝

主事補 森田　大生

主幹保健師 村上明日可

主　任 栩木　昭典

産業課
☎ 79-2213

農業・林業・水産業・畜産業・
商工業・農業委員会

課　長 齋藤　真央

課長補佐 齋藤　慎吾

主　幹 岩本　翔

主　幹 松林龍太郎

主　幹 村上　文

主　任 栩木　優人

主　任 村上　詩織

主　任 坂下　恭一

主任主事 佐々井真祐

主事補 中村　舞夏

主事補 城西　渉太

主　任 堀田　雅和

農業委員会（産業課内）

☎ 79-2213

( 兼務 ) 松林龍太郎

分庁舎 教育委員会

学校給食調理場

七日市調理場 吉木　緑

七日市調理場 末森　美咲

六日市調理場 古永　匠

六日市調理場 岩成　達史

柿木調理場 小田　裕也

柿木調理場 柴田　亜耶

建設水道課
☎ 79-2212

道路・河川・土地改良・砂防
及び治山・都市計画・土地利
用対策・法定外公共財産・簡
易給水施設整備・上下水道・
農業集落排水・合併浄化槽

課　長 河野喜代志

課長補佐 田丸　勇樹

主　幹 小谷　真人

主　幹 佐々木育也

主　幹 河野美由紀

主　幹 矢富　拓道

主　任 北川　尊将

主任主事 齋藤　勇輝

主　事 角野　亮輔

主　事 桑名　颯司

主　任 　川　健児

岩本　岬村上　眉 山本　夏希

村上　太悟 山根　紗耶城西　渉太 森下　知世
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補
助
事
業
一
覧
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有機転換推進事業

【対　象】慣行農業から国際水準の有機農業に転換する

　　　 　農業者又は国際水準の有機農業に取り組もう

　　　　 とする新規就農者

【内　容】持続的に有機農業を行うための取組を後押し

　　　　 するために必要な経費を支援

【補助額】交付単価２万円 /１０ａ以内

農産加工施設整備支援事業補助金

【対　象】町内に事業所を有する法人及び町内に住所を

　　　　 有する個人事業者又は新たな取組により町内

　　　　 において事業化を目指す個人又は任意団体

【内　容】地域資源を活かした加工品の製造施設整備に

　　　　 係る経費の一部を助成

【補助額】施設建設事業：上限１００万円

　　　　 機械器具導入事業：上限５０万円

　　　　 ※既存機器の更新は上限３０万円

地域農業維持発展支援事業費補助金

【対　象】地域計画のうち目標地図に位置づけられた又

　　　　 は当該年度中に位置づけられることが確実な

　　　　 「農業を担う者」

【内　容】将来にわたって農地を利用する農業を担う者

　　　　 の機械施設整備を支援

【補助額】上限５０万円

自給率向上事業補助金

【対　象】町内に出荷した農業者

【内　容】大豆の生産・出荷に対し支援

【補助額】１ｋｇあたり２００円以内の助成

有機農業チャレンジ支援事業

【対　象】新たに有機農業に取り組む農業者

【内　容】有機栽培の試行的な取組に要する経費を支援

【補助額】上限３０万円

有機ＪＡＳ認証拡大支援事業費補助金

【対　象】有機ＪＡＳ認証新規及び認証面積拡大申請者

【内　容】認証取得にかかる経費の一部を助成

【補助額】有機ＪＡＳ認証の新規

　　　　（初回上限５０万円、２回目以降上限２５万円）

　　　　 認証面積の拡大（上限２５万円）

環境保全型農業直接支払交付金

【対　象】国が定める対象活動に取り組む組織

【内　容】有機農業などの地球温暖化防止、生物多様性

　　　　 保全等に効果の高い営農活動に対して交付

【補助額】取組みメニューによる定額単価

多面的機能支払交付金

【対　象】国が定める対象活動に取り組む組織

【内　容】農地、水路、農道などの地域資源を共同活動

　　　　 で保全管理している活動組織に交付

【補助額】取組みメニューによる定額単価

新規就農者支援事業費補助金

【対　象】新規就農者及び農業後継者

【内　容】必要な技術等を習得する就農前研修を支援

【補助額】月額１０万円（１年以内）

半農半Ｘ支援事業費補助金

【対　象】半農半Ｘ実践者

【内　容】県外からのＵＩターン者の農業研修等の支援

【補助額】月額１２万円（１年以内）

農業研修経費等補助金

【対　象】産業体験者等

【補助額】産業体験事業の助成金へ上乗せ：３万円 /月

　　　　 町独自の研修に要する経費：１５万円 /月

　　　　 研修生の受入れに要する経費：３万円 /月

中規模農業者による農地維持のための機械等整備

支援

【対　象】６７歳未満の者

【内　容】認定農業者等の担い手以外の農業者で５年以

　　　　 内に５ｈａ以上の経営を目指す方の機械施設

　　　　 整備を支援

【補助額】上限５００万円 /経営体

定年等帰農者営農開始・定着支援

【対　象】６７歳未満の定年帰農者等

【内　容】定年等帰農者が新たに担い手不在集落で農業

　　　　 経営を開始した場合に、営農を安定するため

　　　　 の助成経費及び機械施設整備を支援

【補助額】上限５００万円 /経営体

補
助
事
業
一
覧

産業課
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農地流動化奨励事業費補助金

【対　象】農地の賃借権又は使用貸借による権利の設定

　　　　 を行い、農業委員会の承認を受けた農業者

【内　容】６年以上の農地の賃借権又は使用貸借による

　　　　 権利の設定を受けた者に奨励金を交付

【補助額】１０ａあたり新規設定１万円・再設定８千円

担い手集積支援金

【対　象】認定農業者等

【内　容】農地中間管理機構から農地を借り入れる認定

　　　　 農業者等の担い手を支援

【補助額】島根県の要綱に基づく

狩猟免許取得更新等事業費補助金

【対　象】町内の狩猟クラブに所属し、鳥獣管理捕獲班

　　　　 員になる見込みの者

【内　容】狩猟免許取得に要する経費の一部を助成

【補助額】あみ猟、わな猟：６，０００円

 　　　　第１種猟銃：４０，０００円

　　　　 第２種猟銃（空気銃）：１８，０００円

　　　　 猟銃所持許可更新：３０，０００円

　　　　 第１種及び第２種猟銃更新：８，０００円

鳥獣管理捕獲器具整備事業補助金

【対　象】吉賀町鳥獣管理捕獲班員

【内　容】捕獲器具の整備に要する経費の一部を助成

【補助額】補助対象経費の２分の１以内

農作物等鳥獣被害防止対策事業費補助金

【対　象】個人又は法人（町内に住所又は事業所を有する、

　　　　 又は町内に農地を所有又は管理する）

①鳥獣から農林作物等を保護するための施設設置の経費

　の一部を助成

【補助額】上限１０万円

　　　　 ３戸以上の受益者を有する：上限５０万円

②動物駆逐用煙火取扱い講習会、煙火購入及び関連資材

　購入に要する経費の一部を助成

【補助額】上限１万円

③工事費５万円以上の畦畔修繕（獣被害）に要する経費

　の一部を助成

【補助額】上限１５万円

吉賀町自伐型林業路網整備事業費補助

【対　象】森林所有者

【内　容】作業道を開設、修繕、拡幅する事業に要する

　　　　 経費の一部を助成

【補助額】開設延長

　　　　 １.５～２.０ｍ：上限５０万円

　　　　 ２.０～２.５ｍ :上限７０万円

　　　　 修繕・拡幅 :上限１０万円

高津川流域産木材活用促進事業費補助金

【対　象】自ら居住するための住宅を新築、増築、改築

　　　　 する町民

【内　容】高津川流域産木材を５０％以上使用した住宅

　　　　 の取得等に要する経費の一部を助成

【補助額】上限２０万円

高津川流域木材を生かした家具・建具づくり支援

事業費補助金

【対　象】自ら居住する住宅において、町内業者に発注

　　　　 し施工する者

【内　容】高津川流域産木材を活用した家具・建具作成

　　　　 に要する経費の一部を助成

【補助額】上限１０万円

再生の森事業

【対　象】林業事業体

【内　容】荒廃しているスギ又はヒノキ人工林伐採に要

　　　　 する経費の一部を助成

【補助額】交付率・交付限度額は事業内容により異なる

住宅改修支援事業補助金

【対　象】吉賀町建築推進協議会の会員を利用して実施

　　　　 する者

【内　容】住宅の改修に要する経費の一部を助成

【補助額】上限２０万円

地域商業等支援事業費補助金

【対　象】島根県の要綱に定める要件を満たす者

【内　容】小売店等開業支援事業、買い物不便対策事業

　　　　 及び移動販売・宅配支援事業に要する経費の

　　　　一部を助成

【補助額】交付率・交付限度額は事業内容により異なる

補
助
事
業
一
覧
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産業活性化支援事業補助金

【対　象】町内に事業所を有する法人、町内に住所を有

　　　　 する個人事業者、新たな取り組みにより町内

　　　　 において事業化を目指す個人等

【内　容】地域資源を活かした商品開発や販路拡大のた

　　　　 めの事業に要する経費の一部を助成

【補助額】商品開発事業：上限１５万円

　　　　 販路拡大事業 :上限２０万円

　　　　 町ブランドロゴマークを商品のパッケージや

　　　　 包装紙等に記載するためのデザイン料につい

　　　　 ては、上限５万円・1事業者 1回

創業チャレンジ支援事業補助金

【対　象】創業者等

【内　容】創業等に要する経費の一部を助成

【補助額】上限５０万円

中小企業育成資金利子補給金

【対　象】中小企業信用保険法（昭和２５年法律第２６４

　　　　 号）の適応業種を営む中小企業者

【内　容】設備資金の融資に係る利子の一部を補給

【補助額】１企業者に対する対象元金の限度額は 1千万

　　　　 円を超えない額。利子補給額は、各会計年度

　　　　 の融資残額について、年４％以内で、対象者

　　　　 が支払う利息の２分の 1以内

小規模事業者経営改善資金利子補給金

【対　象】町内の小規模事業者

【内　容】株式会社日本政策金融公庫の小規模事業者経

　　　　 営改善資金の運転資金の借り入れを行った小

　　　　 規模事業者で、その償還に係る約定利息の一

　　　　 部を補給します

【補助額】利子補給額は、対象者が支払う利息の２分の 1

　　　　 以内：上限５万円／年

緊急信用保証料補給金

【対　象】町内に事業所を有する法人及び町内に住所を

　　　　 有する個人事業者で一定の要件を満たす者

【内　容】借入期間５年以上の指定制度融資に関して島

　　　　 根県信用保証協会へ支払った信用保証料の一

　　　　 部を助成

【補助額】上限２０万円

再生可能エネルギー設備等導入支援事業

【対　象】町内に住所を有する者、町内の住宅、若しく

　　　　 は建築予定の住宅へ対象設備を設置する者

①住宅用太陽光発電設備　　　【補助額】上限９万円

②住宅用蓄電池設備　　　　　【補助額】上限５万円

③住宅用太陽熱利用設備　　　【補助額】上限２０万円

④木質バイオマス熱利用設備　【補助額】上限２０万円

空き家活用集落担い手確保事業

【対　象】空家バンク登録者および利用者

【内　容】空家バンクを利用した家屋の改修に係る経費

　　　　 の一部を助成

【補助額】上限７５万円

空き家家財等処分推進事業

【対　象】空家バンク登録者および利用者

【内　容】空家バンクを利用した家屋の家財等の処分に

　　　　 係る経費の一部を助成

【補助額】上限１０万円

新規雇用促進助成金

【対　象】町内に住所を有する者を正規雇用従業員とし

　　　　 て雇用した町内事業所

【内　容】1 事業所につき 1年度あたり５人を上限

【補助額】上限２０万円／１人

　　　　 新卒者：２０万円上乗せ

バリアフリー助成事業

【対　象】集会所・自治会館の管理者

【内　容】バリアフリー化に直接必要な設備等の整備に

　　　　 関する経費の一部を助成

【補助額】上限５０万円／１件

タクシー助成事業

【対　象】町内に住所を有する運転免許非保有等の高齢

　　　　 者 (６５歳以上 )であって、次の大字に居住

　　　　 する者

　　　　（１）立河内・幸地

　　　　（２）大野原・木部谷

【内　容】タクシーの利用にかかる経費の一部を助成

【補助額】（１）１，０００円助成券５枚／月

　　　　 （２）１，０００円助成券８枚／月

企画課
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萩・石見空港利用促進事業

【対　象】萩・石見空港を利用した人

【内　容】萩・石見空港を離発着する定期便を利用した

　　　　 際の運賃の一部を助成

【補助額】２，０００円／片道

　　　　 ４，０００円／往復

石見神楽出張上演補助金

【対　象】宿泊施設へ宿泊する９名以上の町外者団体

【内　容】神楽上演に係る謝礼金の一部を助成

【補助額】４万円／１団体

スポーツ文化交流促進事業

【対　象】５人以上の団体でスポーツ文化交流等を町内

　　　　 施設で開催し、町内宿泊施設を利用する者

【内　容】スポーツ文化交流等に要する経費のうち宿泊

　　　　 費の一部を助成

【補助額】上限１人１泊当たり１，０００円、

　　　　 １団体１泊当たり１００，０００円

民間賃貸住宅建設補助金

【対　象】町内外に事業所、営業所を有し、建設業の許

　　　　 可のある法人又は個人

【内 容】民間賃貸住宅等を建設するもの、又は指定する

　　　　住宅を改修する経費の一部を助成する

【補助額】

①賃貸住宅（新築）

町内業者：上限７０万円／２ＬＤＫ未満

　　　　　上限１００万円／２ＬＤＫ以上

町外業者：上限５０万円／２ＬＤＫ未満

　　　　　上限８０万円／２ＬＤＫ以上

②寄宿舎および下宿（新築）

町内業者：上限３５万円

町外業者：上限２５万円

③賃貸住宅（改修）

町内業者：上限３５万円／２ＬＤＫ未満

　　　　　上限５０万円／２ＬＤＫ以上

町外業者：上限２５万円／２ＬＤＫ未満

　　　　　上限４０万円／２ＬＤＫ以上

②寄宿舎および下宿（新築）

町内業者：上限１７.５万円

町外業者：上限１２.５万円

緊急通報装置設置等費用助成事業補助金

【対　象】次のいずれかに該当する町民税非課税世帯

①６５歳以上の高齢者のみで構成される世帯

②高齢者と障がい者のみで構成される世帯

③障がい者のみで構成される世帯

【内　容】緊急通報サービスの加入初期設置費及び維持

　　　　 経費等の月額費用に要する経費の一部を助成

【補助額】

①期設置費用に対する補助

　・生活保護世帯　２１，０００円

　・非課税世帯　　１０，５００円

　　(課税年金収入額８０万円未満 )

　・非課税世帯　　　５，２５０円

　　(課税年金収入額８０万円以上 )

②維持費用 (月額費用 )に対する補助

　・生活保護世帯　５００円

　・非課税世帯　　５００円

　　(課税年金収入額８０万円未満 )

高齢者補聴器購入費助成金

【対　象】満６５歳以上の者で、次の要件を満たす者

①身体障害者手帳（聴覚障害）の交付を受けていない者

②両耳の聴力レベルの平均が４０ｄＢ以上で、耳鼻咽喉

　科の診療を行う病院又は診療所の医師が補聴器の使用

　が必要と認める者

③介護保険の保険料率が第１段階から第５段階までの者

　（本人が住民税非課税）

【内　容】補聴器購入費用の一部を助成する

【補助額】上限２５，０００円

高齢者世帯等エアコン購入費補助金

【対　象】①②のいずれにも該当する世帯であって、令

　　　　 和８年１月１日以降に購入し、令和８年９月

　　　　 ３０日までに設置したもの

①次の（１）（２）いずれかに該当する世帯

　（１）６５歳以上の高齢者のみで構成される世帯

　（２）障がい者手帳を保有する者のいる世帯

②当該世帯に属する各自の所得額が３２０万円未満

【内　容】エアコン購入費用の一部を助成

【補助額】１世帯１台：上限７万円

保健福祉課 補
助
事
業
一
覧



15　　広報よしか　2026 年 5 月号　№ 247

医療対策課

敬老会事業補助金

【対　象】１２月末日において満年齢８０歳以上の者

【内　容】婦人会又は自治会が実施する敬老祝賀事業に

　　　　 要する経費の一部を助成

【補助額】２，０００円／１人

骨髄移植ドナー等支援事業

【対　象】骨髄バンク事業で骨髄・末梢血幹細胞の提供

　　　　 を行った者及びドナーを雇用する事業所

【内　容】

ドナー：骨髄等の提供のための通院、入院の費用を補助

事業所：ドナー休暇を取得させた費用を補助

【補助額】

ドナー：通院、入院又は面接の日数を合計したものに

　　　　２０，０００円を乗じた額。上限は７日。

事業所：しまねまごころバンクが実施するドナー休暇制

　　　　度導入促進助成金の交付を受けた場合において

　　　　はドナーの休業日数に１３，０００円を乗じた

　　　　額、そうでない場合においてはドナーの休業日

　　　　数に１０，０００円を乗じた額。上限は７日。

育児用品レンタル費用補助金

【対　象】吉賀町に住所がある妊娠３６週以降の妊婦ま

　　　　 たは満１歳に満たない乳児の保護者

【内　容】育児用品レンタルに要した経費の一部を助成

【補助額】上限４万円／乳児１人につき１回限り

妊産婦通院補助金

【対　象】吉賀町に住所を有している妊産婦で吉賀町に

　　　　 居住実態がある方

【内　容】妊婦健康診査、分娩、産後２週間及び１か月

　　　　 健康診査のための通院費を一部を助成

【補助額】１回の受診につき３，０００円

看護の職場体験等旅費支援事業

【対　象】公的医療機関等での職場体験等を行う看護職

【内　容】職場体験等の参加に要する旅費の一部を助成

【補助額】８，０００円～３１，０００円

　　　　 （居住地により変動あり）

　　　　 町内に宿泊した場合は６，０００円加算

地区防犯灯設置費助成

【対　象】自治会

【内　容】町内各地区の通学路の安全確保及び民生の安

　　　　 定確保など防犯を目的とする

【補助額】上限１５，０００円／１基

消防団員免許取得補助金

【対　象】普通自動車運転免許又は準中型自動車運転免

　　　　 許を有する消防団員

【内　容】準中型自動車運転免許取得、準中型自動車運

　　　　 転免許解除、ＡＴ限定解除を行うことにより

　　　　 消防団活動の充実を図る

【補助額】補助対象経費の２分の１

　　　　 取得区分により上限額あり。

自主防災組織支援事業補助金

【対　象】自主防災組織結成届出書を提出した団体

【内　容】防災資機材の整備に要する経費の一部を助成

【補助額】基本額（１年目３０万円、２年目３０万円、

　　　　 ３年目以降１０万円）と加入世帯数に２５０

　　　　 円を乗じて得た額の総額を上限とする

自主防災組織活動事業補助金

【対　象】自主防災組織結成届出書を提出した団体

【内　容】防災知識の向上を目的とする研修会の開催又

　　　　 は参加に要する経費や防災訓練の実施に要す

　　　　 る経費の一部を助成

【補助額】基本額２万円と加入世帯数に２５０円を乗じ

　　　　 て得た額の総額を上限とする

防災士資格取得補助金

【対　象】防災士研修講座を受けようとする者

【内　容】地域における防災力の向上の担い手となる人

　　　　 材を養成し、確保することにより災害に強い

　　　　 まちづくりを推進する

【補助額】防災士資格取得に要する経費で予算の範囲内

運転免許自主返納事業

【対　象】町内に住所を有する６５歳以上の者で、運転

　　　　 免許を自主返納した者

【内　容】バス年間利用券の交付

【補助額】３万円／１人（１年間限り）

総務課
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幼児健診

　【対象児】

　１歳６か月児（令和６年１０月～１１月生）

　２歳児（令和５年１２月～令和６年１月生）

　３歳児（令和４年１２月～令和５年１月生）

きらきら広場

　【内容】お子さんと保護者を対象のふれあい遊び、

　　　　 製作遊び、子育て相談など

　※５月１１日（月）までに要予約

テーミル運動教室

　【講師】小川恵子さん

　【会費】会員月１，０００円

　　　　 準会員１回５００円

ストレッチ教室

　【内　容】ゴムバンドを使ったストレッチ、

　　　　　 トレーニングなど

　【持参物】ストレッチマット・バンドなど

　【送迎予約締切日】

　柿木公民館：４月２８日（火）

　保健センター：５月７日（木）

　七日市公民館：５月２６日（火）

若返り測定隊

　【内　容】体力測定、ミニ講話など

　【持参物】よしか・元気ノート

からだ爽快教室

　【内　容】運動療法（お家でできる運動をご紹介）

　【持参物】よしか・元気ノート

ひきこもり相談

　【予約先】よしかの里　相談支援事業所　パレット

　　　　　 ☎７７‐１５５２

　【締　切】５月１４日（木）

障がい者就労相談会

　【予約先】益田障がい者就労生活支援センター

　　　　　 ☎０８５６‐２３‐７２１８

　【締　切】５月１８日（月）

はじめの一歩

　【内　容】サポステ出張セミナー

　【問合せ】よしかの里　相談支援事業所　パレット

　　　　　 ☎７７‐１５５２

松ヶ丘病院通院バス運行日（３日前までに要予約）

行き

　８時３０分　発 六日市庁舎

　８時５０分 七日市駅

　９時　５分 柿木庁舎

１０時００分　着 病院

帰り

１１時３０分　発 病院

１２時４０分 柿木庁舎

１２時５０分 七日市駅

１３時００分　着 六日市庁舎

　【申込先】よしかの里　相談支援事業所　パレット

　　　　　 ☎７７‐１５５２

特設人権相談所

　法務大臣から委嘱された人権擁護委員が相談を

　受けます。相談無料・予約不要。

行政相談所

　行政相談委員が、住民の皆様から国の行政などへの意

見・要望等を受付けます。相談は無料です。

年金相談窓口の開設（要予約・無料）

　【内　容】年金請求書の受付、年金記録の確認、

　　　　　 年金見込額の試算等

　【持参物】

　①基礎年金番号または個人番号がわかる書類

　②本人確認書類（運転免許証や個人番号カード

　　など写真つきのものは１点、保険証等の写真

　　付でないものは２点必要）

　　※代理の場合は、委任状が必要です。

　【予約先】浜田年金事務所

　　　　　 ☎０８５５‐２２‐０６７０

納期限のお知らせ

　【納付書払の方】６月　１日（月）

　【口座振替の方】５月２８日（木）

　【納付対象科目】固定資産税（１期）　軽自動車税（全納）

　　　　　　　　水道料金・下水道使用料・集落排水処

　　　　　　　　理施設使用料（３・４月分）
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２０２６年（令和８年）　５月　町民カレンダー
　１日（金） ストレッチ教室（柿木公民館・１０時～）　はじめの一歩（保健センター・１４時～）

　２日（土）

　３日（日）憲法記念日 【朝倉・七日市】資源ごみ

　４日（月）みどりの日

　５日（火）こどもの日

　６日（水）振替休日 かきのき温泉はとのゆ休館日

　７日（木） テーミル運動教室（福祉センター・１３時３０分～）

　８日（金） 行政相談所（ふれあい会館・１０時～）

　９日（土） 【柿木】ビン類・容器包装プラスチック

１０日（日） 【柿木】ビン類・容器包装プラスチック

１１日（月）
松ヶ丘病院通院バス運行日

【蔵木・六日市】粗大ごみ・容器包装プラスチック

１２日（火）
妊婦・乳幼児健康相談（かきのき保育所・１０時～）　ストレッチ教室（保健センター・１０時～）

【朝倉・七日市】粗大ごみ・容器包装プラスチック

１３日（水） かきのき温泉はとのゆ休館日

１４日（木）

かきのき温泉はとのゆ休館日

きらきら広場（保健センター・１０時～）　テーミル運動教室（福祉センター・１３時３０分～）

手話通訳者設置日（１３時３０分～）

１５日（金） からだ爽快教室（七日市公民館・１３時３０分～）　特設人権相談所（福祉センター・９時～）

１６日（土）

１７日（日）

１８日（月） 【蔵木・六日市】ビン類・有害ごみ・商品プラスチック

１９日（火）
ひきこもり相談（よしかの里相談センター）

【朝倉・七日市】ビン類・有害ごみ・商品プラスチック

２０日（水）
かきのき温泉はとのゆ休館日

年金相談窓口の開設（六日市庁舎第２会議室・１０時１５分～）

２１日（木）
松ヶ丘病院通院バス運行日　障がい者就労相談会（保健センター）

テーミル運動教室（福祉センター・１３時３０分～）

２２日（金） ストレッチ教室（七日市公民館・１０時～）

２３日（土） 【柿木】カン類・有害ごみ・粗大ごみ・商品プラスチック・容器包装プラスチック

２４日（日） 【柿木】カン類・有害ごみ・粗大ごみ・商品プラスチック・容器包装プラスチック

２５日（月）

松ヶ丘病院通院バス運行日

【蔵木・六日市】カン類・容器包装プラスチック

【河津・金山谷】粗大ごみ・容器包装プラスチック・ビン類・有害ごみ・カン類・商品プラスチック

２６日（火）
妊婦・乳幼児健康相談（保健センター・１０時～）　幼児健診（保健センター・１３時～）

【朝倉・七日市】カン類・容器包装プラスチック

２７日（水） かきのき温泉はとのゆ休館日

２８日（木） 手話通訳者設置日（１３時３０分～）

２９日（金） 若返り測定隊（福祉センター・１３時３０分～）

３０日（土）

３１日（日）

六日市庁舎　ＦＡＸ７７‐１８９１

総務課
　 ７７‐１１１１

企画課
　 ７７‐１４３７

 ＊７７‐１１１１  ＊７７‐１４３７

税務住民課

六日市地域振興室

　 ７７‐１１１３
出納室

　 ７７‐１１１２

 ＊７７‐１１１３  ＊７７‐１１１２

保健福祉課
　 ７７‐１１６５

議会事務局
　 ７７‐１４３６

 ＊７７‐１１６５  ＊７７‐１４３６

福祉事務所
　 ７７‐１１６９

教育委員会
　 ７７‐１２８５

 ＊７７‐１１６５  ＊７７‐１２８５

医療対策課 　 ７７‐１１０９ ＊はケーブル電話

柿木庁舎　ＦＡＸ７９‐２３４４

柿木地域振興室

　 ７９‐２２１１

 ＊７９‐２２１１

 ＊７９‐２２１４

産業課
　 ７９‐２２１３

 ＊７９‐２２１３

建設水道課
　 ７９‐２２１２

 ＊７９‐２２１２

＊はケーブル電話
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日比谷しまね館で吉賀町フェアを開催しました

　３月２５日（水）から３１日（火）までの７日間、日比谷しまね館特設コーナーにて、吉賀町フェアを開催しました。

　会場では、栽培期間中に農薬や化学肥料を使用していないお米や冷凍ブルーベリー、梅漬け・らっきょう・わさび醤油

漬けなどの農産加工品、揚げかきもちやクッキーなどのお菓子を試食販売しました。

期間中は連日多くのお客様に吉賀町の商品を手に取っていただき、

吉賀町ならではの品々に大変ご好評頂きました。

フェアを通じて吉賀町の魅力を広くＰＲすることができました。

小倉百人一首競技かるた

第５６回全国小・中学生かるた選手権大会　２年連続出場！

　よしかキッズかるたクラブ所属の１０名の小中学生が、県予選を勝ち抜き、３月２２日に滋賀県で開催された「第５６

回全国小・中学生かるた選手権大会」に島根県代表として、２年連続の出場を果たされました。

　クラブに所属する１４名の小・中学生が、３月１７日に表敬訪問され、全国大会に出場される１０名の選手から、「怖

がらず、自分の“取り”ができるように頑張りたい」「１回戦でも勝てるように頑張りたい」など、大会に向けての思いや、

熱い意気込みの言葉をいただきました。中には、全国大会に初めて出場された選手もおり、１人１人が自分の目標を持ち、

全員で一致団結して挑む姿が見受けられました。

　結果は、惜しくも入賞とはなりませんでしたが、全国の舞台に立ったことは選手の皆さんにとって大

きな財産になったことと思います。

　よしかキッズかるたクラブの皆様の健闘をたたえるとともに、今後益々のご活躍をお祈りいたします。

吉賀町監査委員の就任

　令和８年３月３１日付けで上田重夫監査委員が退職されたことに伴い、後任の監査委員に

ついて、第１回吉賀町議会定例会において選任の同意を得て、４月１日付けで、宗内正照氏

が就任されました。

　任期は令和１２年３月３１日までの４年間となります。

トピックス
話題・できごと
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　３月２０日（祝）、２０３０年に島根県で開催される国民スポーツ大会のサッカー競技の会場である吉賀町真田　３月２０日（祝）、２０３０年に島根県で開催される国民スポーツ大会のサッカー競技の会場である吉賀町真田

グラウンドにて、キッズサッカーフェスティバルが開催されました。グラウンドにて、キッズサッカーフェスティバルが開催されました。

　ゲストに元サッカー女子日本代表、なでしこジャパンの近賀ゆかり氏をお招きし、サンフレッチェ広島のコー　ゲストに元サッカー女子日本代表、なでしこジャパンの近賀ゆかり氏をお招きし、サンフレッチェ広島のコー

チと共に、町内外から参加した約１００名の親子がサッカーを楽しみました。会場にはごんごんじいも駆けつけ、チと共に、町内外から参加した約１００名の親子がサッカーを楽しみました。会場にはごんごんじいも駆けつけ、

サンフレッチェグッズが当たるじゃんけん大会やサイン会等もあり楽しい１日となりました。サンフレッチェグッズが当たるじゃんけん大会やサイン会等もあり楽しい１日となりました。

 「近賀ゆかりさんと一緒に！」 「近賀ゆかりさんと一緒に！」

トピックス
話題・できごと

　３月１５日に開催された第３１回島根県サッカー選手権大会の益田地区予選において３年連続８度目の優勝を　３月１５日に開催された第３１回島根県サッカー選手権大会の益田地区予選において３年連続８度目の優勝を

達成することができました。全選手がチームのために走り切り果敢にゴールを目指し、チームの特徴である粘り達成することができました。全選手がチームのために走り切り果敢にゴールを目指し、チームの特徴である粘り

強い守備を魅せ、見事勝利をつかみ取ることができました。強い守備を魅せ、見事勝利をつかみ取ることができました。

 紫逅倶楽部（シコウクラブ）・島根県サッカー選手権大会益田地区予選優勝 紫逅倶楽部（シコウクラブ）・島根県サッカー選手権大会益田地区予選優勝

＜大会結果＞＜大会結果＞

　決勝戦　ⅤＳ石見ＦＣ　３―０　　優勝　決勝戦　ⅤＳ石見ＦＣ　３―０　　優勝

　近賀さんからは「素敵な自然の中に素晴らしいサッカー場があり　近賀さんからは「素敵な自然の中に素晴らしいサッカー場があり

驚いた。国スポは貴重な経験の場となるので、選手は出場を目指し驚いた。国スポは貴重な経験の場となるので、選手は出場を目指し

て頑張って欲しい。」とメッセージを頂きました。て頑張って欲しい。」とメッセージを頂きました。

　４年後に迫った国民スポーツ大会の開催に向けて今後も機運を醸　４年後に迫った国民スポーツ大会の開催に向けて今後も機運を醸

成する事業を行います。成する事業を行います。

　この結果により、４月に開催される島根県大会に参　この結果により、４月に開催される島根県大会に参

加します。島根県加します。島根県Ｎ o. １Ｎ o. １を目指してチーム一丸となっを目指してチーム一丸となっ

て戦ってきます。て戦ってきます。
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　日本国内に住むすべての方は、２０歳になった時から国民年金の被保険者となり、保険料の納付が義務づけられていま

　すが、学生には、申請により在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられています。

　　【対　象　者】

　　学生納付特例を受けようとする年度の前年の所得が一定以下（※１）の学生（※２）が対象です。

　　なお、家族の方の所得の多寡は問いません。

　　（※１）所得基準（申請者本人のみ）：１２８万円＋扶養親族等の数×３８万円＋社会保険料控除等

　　（※２）大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、特別支援学校、専修学校および各種学校、

　　　　　 一部の海外大学の日本分校に在学する方で夜間・定時制課程や通信課程の方も含まれます。

　　【必要なもの】

　　・基礎年金番号またはマイナンバーがわかるもの

　　・学生等であることまたは学生等であったことを証明する書類

　　【問　合　せ】

　　税務住民課　☎７７‐１１１３　／　柿木地域振興室　☎７９‐２２１１

　　浜田年金事務所　☎０８５５‐２２‐０６７０

 国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

　水田において大豆・飼料用米等の転作作物の生産・販売を行っている方などが対象となります。申請を希望される方は、

　５月２０日（水）までに産業課で申請手続きをお願いします。また、下記の日時・会場で出張受付も行います。

　　※大豆、麦、そば、ＷＣＳ用稲（販売）に取り組む方は、印鑑を持参してください。

　　※昨年申請のない方（新規の方）は交付金等の振込先とする通帳を持参してください。

受付日時 会　　　場

５月１１日（月）
　９時３０分 ～ １１時３０分 　ふれあい会館・小会議室（柿木）

１３時３０分 ～ １５時３０分 　七日市公民館　大集会室

５月１２日（火） 　９時３０分 ～ １１時３０分 　六日市基幹集落センター・大集会室

　【経営所得安定対策等の概要】

補助金名 対象者 対象品目 交付内容

畑作物の直接支払交付金 認定農業者等 大豆、麦、そば等 生産と品質に応じて交付（数量払い）

水田活用の直接支払交付金

・戦略作物助成
農業者

麦・大豆・飼料作物
３５，０００円 / １０ａ（多年生飼料作物の収穫の

みを行う年は１０，０００円 /１０ａ）

ＷＣＳ用稲 ８０，０００円 /１０ａ

加工用米 ２０，０００円 /１０ａ

飼料用米・米粉用米 品種及び収量応じて変動

水田活用の直接支払交付金

・産地交付金
農業者 使途毎に指定

水田収益力強化ビジョンに基づく交付（面積、品

目等の条件があります。）

収入減少影響緩和対策 認定農業者等 農家拠出を伴う経営に着目した保険的制度

　【問合せ】産業課　☎７９‐２２１３

 経営所得安定対策等の申請受付について

　軽自動車税（種別割）の減免の対象となる方（身体障害者手帳をお持ちでも、等級などで対象とならない場合があります）

　で、減免を受けようとする方は、納税通知日から令和８年６月 1日（納期限）までに申請をしてください。申請期日を

　過ぎると減免の対象になりません。申請する方は、身体障害者手帳、運転免許証、軽自動車税（種別割）の納税通知書

　または自動車車検証の写しをご持参ください。

　　【申請場所】吉賀町税務住民課　／　柿木地域振興室

 身体障がい者等の方に対する軽自動車税（種別割）減免について

トピックス
話題・できごと
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　総務省と経済産業省は、令和８年６月１日現在で、「令和８年経済センサス‐活動調査」を実施します。

　この調査は全国のすべての事業所及び企業が対象になります。

　『支所を有さない比較的小規模な事業所や個人経営の事業所』へは、４月にインターネット回答用の調査書類が郵送さ

　れますので、ぜひインターネットでご回答をお願いします。紙の調査票をご希望の場合は調査員の訪問をお待ちくださ

　い（お電話いただく必要はございません。）。５月に都道府県知事が任命する調査員がお伺いして紙の調査票を配布しま

　す。後日記入した紙の調査票を調査員に提出するか、郵送で提出してください。

　『支所を有する企業等』へは、５月頃に本社宛てにインターネット回答用の調査書類が郵送されますので、支所の分も

　含めてインターネット又は郵送でご回答ください。

　皆様の調査へのご理解・ご回答をよろしくお願いします。

　【問合せ】企画課　☎７７‐１４３７

 令和８年経済センサス活動調査について

　【事　業　名】２０２６年わがまち魅力発信隊　～マツダスタジアムから地域の魅力を発信！わがまちＰＲ大作戦～

　【日時・場所】７月３１日（金）中日戦（ナイター）・マツダスタジアム　レフト広場

　【提　出　物】取扱品目（飲食品）・調理方法一覧・販売商品一覧（グッズ等）

　【問　合　せ】企画課　☎７７‐１４３７

 ２０２６年わがまち魅力発信隊について

　吉賀町に住む外国人住民を対象に日本語教室を開催します。そこで、外国人の学習支援及び講師の補助をしていただけ

　るボランティアの方を募集します。専門知識などは不要です。どなたでも大歓迎です！

場所 蔵木公民館（蔵木会場） 基幹集落センター（六日市会場） 七日市公民館（七日市会場）

日時

※毎月第２日曜日
１０時～１１時３０分 １３時３０分～１５時 １６時～１７時３０分

　【問合せ】税務住民課　☎７７‐１１１３

 吉賀町日本語教室開催・学習支援ボランティアを募集します

　吉賀町日本語教室で外国人住民と関わる上での基礎や大切なことを学びます。他にも母国の文化について知ることがで

　きる内容になっています。楽しみながら外国の文化を学びましょう！お申込みお待ちしております。

　　【日時・場所】５月１６日（土）１３時３０分～１５時３０分・ヨシワ六美センター

　　【講　　　師】（公財）しまね国際センター　事務局長　仙田　武司　氏

　　【内　　　容】やさしい日本語、外国の文化について

　　【問　合　せ】税務住民課　☎７７‐１１１３

 吉賀町日本語教室ボランティア養成講座の開催について

　消防の仕事内容を積極的にお伝えします。是非ご参加していただき、未来の消防士を目指しましょう！

　　【対　　　象】（１）高校生～３０歳未満の方　（２）消防職員経験者は４０歳未満の方

　　【申　　　込】二次元バーコードからお願いします。※５月２０日（水）～６月１９日（金）１７時まで

　　【日時・場所】７月１９日（日）９時～１２時・益田広域消防本部

　　【内　　　容】①業務説明　②放水体験　③救助体験　④消防車両見学

　　【問　合　せ】益田広域消防本部　総務課　☎０８５６‐３１‐０２２０

 消防職業体験会２０２６ in 益田広域消防

トピックス
話題・できごと
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　在宅で家族の介護をされている方への支援事業です。助成等を希望される場合は、申請が必要です。

　※令和８年度から事業内容を一部変更しています。

　　【要　件】次の条件を全て満たす高齢者を３か月以上在宅で介護していること

　　①要介護３、要介護４、要介護５の要介護認定を受けている方

　　②町民税非課税世帯の方

　　③他に介護手当に類する公的手当を受給されていない方

　　【介護用品券購入助成事業】月額５，０００円分の介護用品購入助成

　　・協力事業所で介護用品を購入する場合⇒介護用品購入助成券（月額５，０００円分）を交付します。

　　・協力事業所以外で介護用品を購入した場合⇒購入した介護用品の内訳が分かる領収書等により、助成を行います。

　　【介護慰労金支給事業】月額１０，０００円

　　・介護保険サービスを当該月に利用されていない方（福祉用具貸与、特定福祉用具販売及び住宅改修を除く）

　　【問合せ】保健福祉課　☎７７‐１１６５

 家族介護者支援事業

吉賀町の人口・世帯数（令和 8年 3月 31 日現在）
　人口　5,339 人 (-67)　　男　2,580 人（-29）　　女　2,759 人（-38）　　世帯数　2,883 世帯（-14）

　令和８年度の有機農業塾は、『講義』では有機農業の基本的な知識を学び、

　『圃場の見回り』では講師が受講生の圃場を見て回りながら、その圃場にあわせてアドバイスを受けることができます。

　　【日　　時】令和８年５月～令和９年３月、月１～２回（全１８回予定） 

　　【内　　容】講義（１５時～１７時）、圃場の見回り（１０時～１７時の間）

　　【場　　所】六日市基幹集落センター（講義）

　　【講　　師】福田裕充（よしわ有機農園農場長）

　　【申 込 先】産業課　☎７９‐２２１３　※５月１２日（火）までにお申し込みください。

 有機農業塾

トピックス
話題・できごと
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先
日
、
あ
る
新
聞
記
事
で
「
花
暦
で
蔵
木
を
思

い
出
し
て
」
と
い
う
見
出
し
を
目
に
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
そ
こ
に
は
蔵
木
小
学
校
の
先
生
が
「
花

暦
カ
ー
ド
」
を
自
主
的
に
製
作
し
、
配
布
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
取
組
み
を
さ
れ
た
の
は
、
校
長
の

並
河
智
之
さ
ん
と
竹
本
珠
絵
さ
ん
、
土
橋
明
依
さ

ん
の
３
人
の
先
生
で
し
た
。
一
昨
年
、
並
河
校
長

が
児
童
と
の
会
話
の
中
で
、
地
元
の
花
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
通
学
路
や
校
区
内
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
咲
い
て
い
る
花
の
写
真
を
撮
り
続

け
、
校
内
の
廊
下
に
掲
示
し
て
紹
介
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
地

元
の
子
ど
も
た
ち
に
美
し
い
花
が
沢
山
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
欲
し
い
、
将
来
、
町
を
離
れ
て
も
花
を

見
て
故
郷
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
欲
し
い
と
の
思

い
で
、
２
人
の
先
生
に
声
を
掛
け
た
そ
う
で
す
。

３
人
で
協
力
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
花
言
葉
や

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

Vol.96

岩本一巳

地
域
の
宝
を
後
世
に

撮
影
日
、
場
所
な
ど
を
記
し
た
カ
ー
ド
を
製
作
し
、

365
種
類
の
花
を
「
花
暦
カ
ー
ド
」
と
し
て
ひ
と
箱
に

収
め
、
児
童
や
地
域
の
方
々
へ
の
配
布
を
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
配
布
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
地
域
の
魅

力
発
見
を
含
め
大
変
な
好
評
を
得
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

　

以
前
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
町
内

に
は
、
四
季
折
々
、
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
カ
タ
ク
リ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
サ
ク
ラ
、

シ
バ
ザ
ク
ラ
な
ど
た
く
さ
ん
の
花
々
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、有
志
の
皆
さ
ん
が
実
行
委
員
会
を
構
成
し
、「
吉

賀
町
花
め
ぐ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
も
開
催
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
実
現
出
来
て
い
る
の

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
日
々
保
全
活
動
等
に
取
り
組

ん
で
頂
い
て
い
る
こ
と
と
花
を
通
し
て
吉
賀
町
が
大

好
き
な
気
持
ち
を
皆
さ
ん
で
共
有
し
た
い
と
思
う
気

持
ち
の
お
陰
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
の

往
来
自
体
が
制
限
さ
れ
、
心
身
と
も
に
疲
弊
し
、
心

豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

可
憐
な
花
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
時
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
感
染
症
の
蔓
延
防
止
で
諸
行

事
が
中
止
・
延
期
と
な
っ
た
期
間
、
私
は
、
僅
か
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
空
い
た
時
間
を
利
用
し
て
、
町

内
各
所
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
花
の
写
真
を
撮
っ
て

歩
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
多
忙
の
中
に
あ
っ
て
、
花

を
め
で
る
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
久

し
ぶ
り
に
心
和
む
ひ
と
時
で
し
た
。

　

町
内
に
は
、
花
を
は
じ
め
文
化
財
や
伝
統
芸
能
な

ど
後
世
に
残
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
全
て
地
域
の
宝
で
す
。
こ

の
大
切
な
地
域
の
宝
を
地
域
の
み
ん
な
で
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
今
回
、
蔵
木
小
学
校
に
お
け
る
「
花

暦
カ
ー
ド
」
製
作
の
取
組
み
は
、
地
域
の
宝
を
後
世

に
繋
ぎ
、
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
に
大
い
に
貢
献
し
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

＜廊下に掲示されている花の写真＞

＜二次元バーコードからも全カード閲覧が可能です＞

＜花暦カード＞



広報よしか　2026 年 5 月号　№ 247　　24

保健だより
健康・食育・予防



25　　広報よしか　2026 年 5 月号　№ 247

保健だより
健康・食育・予防



広報よしか　2026 年 5 月号　№ 247　　26

保健だより
健康・食育・予防



27　　広報よしか　2026 年 5 月号　№ 247



広報よしか　2026 年 5 月号　№ 247　　28

図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況３月≫

●貸出総数　２９７１冊

●貸出人数　　４４２人

●来館者数　　５７４人

[ ５月の休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館

・５／２７（水）図書整理のため休館。

・５／３(日 )から５／６(水 )祝日のため休館。

地域の公民館に返却ポストがあります。ご利用ください。

【ふるさとのお話とガード遊び】
　３月１１日、町内保育所の４月から小学校に入学する園児のみなさんを対象にイベントをしました。最初に、ふるさと

　の昔ばなしの紙芝居から『カエルと庄屋の娘』『おいち地蔵の話』の二つを鑑賞しました。次に移動図書館車みたい号

　の利用の仕方を体験しました。最後にカードを使った簡単な遊びをして、楽しい時間を過ごしてもらいました。笑顔いっ

　ぱいの園児のみなさんでした。

吉賀町立図書館

柿木公民館

爽やかな日が続く新緑がまぶしい頃。５月上旬の立夏を迎えると、暦の上では夏が始まります。野山の木々が新緑に輝き、

小鳥たちのさえずりもにぎやかに。さわやかな気候に誘われ、アウトドアスポーツなどを楽しむ季節ですね。日中は汗ば

むほどの陽気ですから、水分補給を忘れずに！

【今月の本の紹介】
レーエンデ国物語　　多崎　礼　　　　　東大理三の悪魔　　　　　　幸村　百理男

しろがねの葉　　　　千早　茜　　　　　奉還町ラプソディ　　　　　村中　李衣

なんでやねん　　　　中川ひろたか　　　だいじょうぶ？　　　　　　鈴木　翼

たべるぞたべるぞ　　田島　征三　　　　心の傷を癒すということ　　安　克昌

おやすみの後に　　　マルタ　シュトラハヴィッツ

よっちぼっち　家族四人の四つの人生　　齋藤　陽道

マカとロンとおおきなアイスクリーム　　ひびちょん

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９時～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日

【こどもの読書週間】
　４月２３日～５月１２日までをこども読書週間として読書を推進しています。今年の標語は『ことばがきみのはねにな

　る』です。図書館では、多くの方に読んでいただきたく子どもの本のテーマ展示をしています。テーマは、全国学校図

　書館協議会が選書した「えほん５０」で、この中から本を選び並べました。どうぞご覧いただき、ご家庭で読書の時間

　を楽しんでください。
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《
寄
稿
》

80
年
余
の
命
、
病
に
は
勝
て
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

私
の
家
の
回
り
に
は
、
幹
回
り
50
㎝
前
後
の

木
が
10
本
程
あ
り
ま
す
。
陽
当
り
は
悪
く
な
る

ば
か
り
で
す
し
、
枯
れ
葉
は
屋
根
を
痛
め
ま
す
。

太
陽
光
発
電
の
パ
ネ
ル
に
も
悪
影
響
（
発
電
効

率
が
下
が
る
）
を
及
ぼ
す
も
の
だ
と
先
日
パ
ネ

ル
の
定
期
点
検
に
こ
ら
れ
た
業
者
の
方
に
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
数
年
前
か
ら
懸
念
だ
っ

た
こ
れ
ら
の
木
を
全
部
切
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
私
の
子
ど
も
の
頃
、
祖
父
が
大
切

に
育
て
て
い
た
五
葉
の
松
、
当
時
は
50
㎝
位
の

緑
あ
ざ
や
か
な
盆
栽
が
あ
り
ま
し
た
。
次
第
に

大
き
く
な
り
持
ち
運
べ
な
く
な
っ
て
仕
方
な
く

庭
の
隅
に
移
し
た
も
の
で
、
現
在
は
５
～
６
ｍ
、

根
元
回
り
は
150
㎝
、
直
径
は
50
㎝
位
と
な
っ
て

い
た
の
で
す
。
近
所
の
人
か
ら
も
こ
れ
程
大
き

な
五
葉
松
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
て

い
た
木
で
す
。
し
か
し
こ
の
松
も
山
に
居
る
他

の
松
同
様
、
３
～
４
年
前
か
ら
悪
い
虫
に
取
り

付
か
れ
た
ら
し
く
心
配
し
て
い
た
の
で
す
。
松

食
い
虫
で
す
。
一
枝
一
枝
茶
色
く
枯
れ
て
い
っ

て
い
て
、
皆
さ
ん
の
絶
賛
す
る
濃
い
緑
の
可
愛

い
い
松
葉
で
は
な
く
な
っ
て
来
て
い
た
の
で

す
。
近
い
内
に
は
全
体
が
や
ら
れ
て
し
ま
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

祖
父
や
父
の
育
て
た
木
々
達
で
す
が
こ
れ
程

大
き
く
な
り
我
々
の
生
活
に
も
影
響
が
出
る

し
、
虫
に
は
や
ら
れ
る
と
な
る
と
致
し
方
な
い

な
と
決
断
し
た
の
で
す
。
私
の
義
兄
も
昨
年
、

病
に
倒
れ
天
国
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。
人
間
も

木
々
も
病
に
刃
向
う
こ
と
は
出
来
な
い
と
言
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
今
あ
る
こ
の
命
を
大
事
に
、

大
切
に
し
て
行
こ
う
と
思
う
…
今
日
こ
の
頃
で

す
。
皆
さ
ん
も
呉
々
も
ご
自
愛
下
さ
い
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
三
十
三
（
前
編
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

今
か
ら
凡
そ
千
二
百
年
前
天
皇
様
に
変
っ
て

京
都
を
中
心
に
貴
族
が
国
政
の
実
権
を
握
っ

た
。
此
の
頃
に
当
吉
賀
地
方
も
美
濃
郡
部
か
ら

分
か
れ
て
、
現
在
の
鹿
足
郡
に
成
り
此
の
郡
部

の
役
所
を
町
区
内
の
地
「
注
連
川
字
古
泓
」
の

地
に
定
め
置
い
た
。
い
わ
ゆ
る
是
が
「
郡
家
」

で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
鹿
足
郡
部
の
中
心
地
と
相

成
っ
た
。
此
の
時
分
の
役
人
は
「
郡
司
」
等
と

し
て
其
の
職
務
を
遂
行
す
る
も
か
た
や
都
よ
り

「
国
司
」
耺
役
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
へ
と
下
っ

て
も
い
る
。

　

同
地
区
内
注
連
川
に
は
此
の
国
司
の
一
族
系

の
末
裔
と
共
々
に
勘
案
さ
れ
し
遠
き
古
「
藤
原

大
祖
」
か
ら
成
る
後
々
…
北
家
房
前
と
共
々
に

見
て
取
れ
し
由
緒
給
ふ
一
名
家
存
在
も
か
つ
て

試
み
見
参
も
す
。
申
す
迄
も
無
く
又
、
是
等
地

位
の
役
職
人
達
は
各
々
官
位
に
よ
る
装
束
を
身

に
纏
い
職
務
専
念
遂
行
を
促
す
に
至
れ
り
此
の

地
方
官
所
謂
、
郡
司
等
の
中
心
部
御
当
地
「
古

泓
」
の
地
は
各
々
の
時
代
の
変
遷
を
も
経
て
か

つ
て
の
此
の
在
所
を
若
干
移
動
の
形
跡
を
も
考

察
さ
る
る
。
是
は
間
々
近
地
内
の
古
刹
曹
洞
宗

松
琴
山
「
泉
流
寺
」
下
周
辺
に
お
い
て
「
今
居
」

と
描
か
れ
し
「
墨
書
須
恵
器
」
や
、
又
、
当
時

「
中
国
陶
磁
器
」
の
破
片
等
同
地
内
「
三
助
」
地

よ
り
出
土
も
す
。

　《
寄
稿
》

花
に
思
い
を
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　

春
花
の
季
節
、
ホ
ー
ム
か
ら
見
る
花
の
咲
く

日
が
楽
し
み
だ
。
日
々
桜
も
つ
ぼ
み
の
ふ
く
ら

み
か
け
て
い
る
。
桜
と
い
え
ば
桜
守
の
人
が
い

て
初
め
て
美
し
く
咲
く
の
だ
よ
。
防
虫
対
策

し
、
茅
を
か
い
で
土
を
し
っ
か
り
根
を
張
ら
し

て
や
っ
と
美
し
い
花
が
咲
く
の
だ
よ
。
桜
守
て

大
事
な
の
よ
。
私
偉
そ
う
な
事
言
っ
て
い
る
が

時
々
皆
に
知
っ
て
も
ら
い
い
つ
ま
で
も
美
し
い

花
見
た
い
か
ら
と
思
っ
た
。

　

私
達
の
部
落
に
も
一
時
虫
に
や
ら
れ
花
が
少

な
い
時
期
が
あ
っ
た
。
部
落
で
話
し
合
い
集

ま
っ
て
枝
の
剪
定
防
虫
対
策
を
し
て
や
っ
と
美

し
い
花
に
な
り
毎
年
の
様
に
花
見
を
楽
し
ん
だ

も
の
で
し
た
。
そ
の
時
か
ら
桜
守
の
大
切
さ
を

知
っ
た
。
自
分
の
家
で
も
花
の
手
入
れ
が
い
る

様
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
今
は
働
い
て
働

い
て
働
い
て
の
時
代
で
時
代
は
変
わ
っ
た
け

ど
、
や
は
り
手
入
れ
で
あ
る
。

　

わ
が
家
も
家
に
は
ツ
ツ
ジ
が
家
の
ま
わ
り
に

あ
る
。
い
つ
も
主
人
手
入
れ
し
て
く
れ
て
き
れ

い
に
咲
く
ツ
ツ
ジ
を
見
る
事
が
出
来
た
。
今
手

入
れ
さ
れ
な
い
ツ
ツ
ジ
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
水
仙
と
色
々
植
え
て
楽
し
ん
だ

の
だ
が
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
さ
み
し
さ
思

う
。

ちょうみんひろば

　
《
俳
句
》

追
悼
の
日
々
過
ぐ
や
二
月
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

お
隣
の
沈
丁
蕾
ま
だ
固
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

美
智
子

彼
岸
明
け
吐
く
息
見
ゆ
る
出
か
け
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

直
子

春
障
子
榊
の
水
を
替
へ
た
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

土
竜
道
塞
ぎ
て
咲
く
や
仏
の
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

た
ん
ぽ
ぽ
や
心
配
い
ら
ぬ
と
父
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

黒
板
の
朱
鷺
飛
び
二
人
卒
業
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

春
風
や
赤
い
帽
子
の
お
地
蔵
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

Ｖ
サ
イ
ン
さ
よ
な
ら
中
学
卒
業
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

標
識
は
是
よ
り
吉
賀
橋
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

う
ぐ
い
す
の
遠
鳴
き
耳
に
畑
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

退
職
し
自
由
の
扇
開
け
る
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

口
答
え
す
る
人
が
居
て
ボ
ケ
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

施
し
て
嬉
し
楽
し
梅
咲
く
桜
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

花
見
と
れ
短
か
し
花
ほ
ど
愛
感
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江
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　《
川
柳
》

姉
の
雛
役
場
の
ロ
ビ
ー
で
再
び
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

迫
力
の
相
撲
中
継
酒
あ
ふ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

花
見
酒
花
は
そ
っ
ち
の
け
盛
り
上
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

健
康
は
日
々
の
暮
ら
し
の
積
み
重
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

あ
じ
さ
い
が
手
入
れ
さ
れ
ず
や
ぶ
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

猫
背
ね
こ
ぜ
と
云
ふ
が
猫
は
是
で
良
い
ニ
ャ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

歳
取
れ
ば
ば
け
ば
け
道
具
更
に
増
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

常
識
も
時
代
と
共
に
変
化
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

髪
型
を
変
え
て
み
た
の
に
気
づ
か
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

老
姿
に
は
千
変
万
化
に
逆
ら
わ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

年
取
っ
て
昔
そ
ば
か
す
今
は
シ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

状
況
が
変
わ
る
物
事
決
断
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

日
々
変
わ
る
物
価
高
に
は
安
定
剤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

ア
ナ
ロ
グ
が
デ
ジ
タ
ル
変
わ
り
迷
う
爺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

考
え
を
変
え
ね
ば
令
和
に
つ
い
て
け
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

備
蓄
品
あ
れ
も
こ
れ
も
と
と
っ
て
お
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

藤
子

ちょうみんひろば

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
３
月
届
出
）

　

宗
内　

金
八　
　

さ
ん　

105
歳　
　

蓼
野

　

藏
本　

紅
美　
　

さ
ん　

82
歳　
　

蔵
木

　

齋
藤　

有
司　
　

さ
ん　

82
歳　
　

福
川

　

田
村　

美
津
枝　

さ
ん　

93
歳　
　

立
戸

　

三
浦　

健
二　
　

さ
ん　

77
歳　
　

福
川

　

杉
山　

一
枝　
　

さ
ん　

70
歳　
　

立
河
内

　

能
美　

知
子　
　

さ
ん　

77
歳　
　

朝
倉

　

永
安　

勝
子　
　

さ
ん　

96
歳　
　

立
戸

　

岩
倉　

照
昭　
　

さ
ん　

92
歳　
　

椛
谷

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
３
月
届
出
）

　

森　

蓮
翔
（
れ
ん
と
）
さ
ん

　
　
　
　
　

拓
真
・
智
美
さ
ん
の
子　
　

下
須

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
は
500
字
以
内
と
し
、
超
え
る
も
の
は
掲
載
を
見
送
り
ま
す
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
、
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な

　

い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

《
短
歌
》

朝
な
朝
な
楽
し
み
て
待
つ
蝋
梅
は

　

二
月
の
雨
に
少
し
ふ
く
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　

令
子

雲
海
に
沈
む
街
な
み
見
ゆ
ぬ
か
ど

　

津
和
野
城
山
朝
日
を
受
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

仕
舞
お
う
か
ヒ
ー
タ
ー
の
油
抜
き
し
朝

　

遠
い
山
並
み
雪
時
雨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

微
笑
み
も
寂
し
げ
に
笑
む
ま
な
ざ
し
の

　

深
き
優
し
き
遺
影
を
拝
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

よ
か
っ
た
ね
！
桜
の
季
節
の
退
院

　

職
員
の
皆
様
の
や
さ
し
さ
嬉
し
老
い
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
美
子

春
光
の
岩
に
く
だ
け
る
水
し
ぶ
き

　

し
ば
し
み
と
れ
て
戸
谷
橋
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

い
く
た
び
も
氏
名
を
書
い
て
も
定
ま
ら
ぬ

　

楷
書
の
性
の
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

あ
し
び
き
の
山
の
据
野
に
残
り
た
る

　

白
き
雪
に
ぞ
君
ぞ
思
ほ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫
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